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Ⅱ 学習内容の系統と指導の工夫 
● 系統の考え方 

保健学習の小学校3年生から高校2年次までの9年間の学習内容とそのつながりを確認して

いただくことを目的に作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、直接関連のある学習内容について１０系統をピックアップし、その系統毎

に、小･中･高等学校での学習内容の構造図と指導のポイントを示してあります。小単元

毎に対応して作成してありますので、保健学習を計画する前に、または指導する前に読

んでいただき、それぞれの校種にあった学習内容､指導内容をご確認ください。 

なお、小学校から、高等学校まで、直接つながっていない部分については今回示していま

せん。 

６年 

 

 

小 

学 

校 

 

中 

学 

校 

高

等

学

校 

３年 

４年 

５年 

１年 

２年 

３年 

現代社会
と健康

生涯を通
じる健康

社会生活
と健康

1日の生活
の仕方 

病原体が 
もとになって起
こる病気の予防

病気の 
起こり方 

身のまわり 
の清潔や生活

環境 

生活行動がか
かわって起こる
病気の予防

健康の成り立
ちとと疾病の
発生要因 

生活に伴う 
廃棄物の 
衛生的管理

空気や 
飲料水の 
衛生的管理 

身体の環境
に対する 
適応能力 
至適範囲

喫煙･飲酒
薬物乱用 
と健康 

感染症 
の予防 

健康の保持
増進と疾病の
予防 

環境と 
健康 

生活習慣病と
日常 

生活行動

 

 

 

 

このように、小学校から、高

等学校まで、直接つながっ

ていると考えられる内容を

ピックアップしています。 

（生活習慣病の例） 

      ･･･直接つながっている内容         ･･･関連のある内容

生活行動
生活習慣
と健康 
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● 学習内容の 10の系統（ピックアップ） 

  

(2)生涯を通じる健康 
ア 生涯の各段階におけ

る健康 

(2)生涯を通じる健康 
ア 生涯の各段階におけ

る健康 

(1)現代社会と健康 
エ 交通安全 

(1)現代社会と健康 
オ 応急手当 

(1)現代社会と健康 
ア 健康の考え方 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(3)社会生活と健康 
ア 環境と健康 

(1)現代社会と健康 
ウ 精神の健康 

(1)体の発育・発達に関
する内容 

(2)思春期の体の変化に
関する内容 

(3)交通事故等に関する
内容 

(4)応急手当に関する内
容 

(5)健康のとらえ方に関
する内容 

(6)生活習慣病に関する
内容 

(7)感染症に関する内容 

(8)喫煙・飲酒・薬物乱
用に関する内容する

内容 

(9)健康と環境に関する
内容 

(10)心の健康に関する
内容 

(2)育ちゆく体とわたし 
ア 体の発育・発達と食事、

運動などの大切さ 

(1)けがの防止 
ア 交通事故や学校生活の

事故などの原因とその防

止 

(2)育ちゆく体とわたし 
イ 思春期の体の変化 

(1)けがの防止 
イ けがの手当 

(3)病気の予防 
ウ 生活行動がかかわって

起こる病気の予防 

(3)病気の予防 
ア 病気の起こり方 

(3)病気の予防 
イ 病原体がもとになって

起こる病気の予防 

(3)病気の予防 
ウ 生活行動がかかわって

起こる病気の予防 

(1)毎日の生活と健康 
イ 身のまわりの清潔や生

活環境 

(2)心の健康 
ア 心の発達 

(2)心の健康 
イ 心と体の密接な関係 
ウ 不安や悩みへの対応 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 
ア 身体機能の発達 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

イ 生涯にかかわる機能

の成熟 

(3)傷害の防止 
ア 自然災害や交通事故

などによる傷害の防止 

(3)傷害の防止 
イ 応急手当 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

ア 健康の成り立ちと疾

病の発生要因 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

イ 生活行動･生活習慣と

健康 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

エ 感染症の予防 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用

と健康 

(2)健康と環境 
ア 身体の環境に対する

適応能力・至適範囲 

小学校 中学校 高等学校 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

ウ 精神機能の発達と自

己形成 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

エ 欲求やストレスへの

対処と心の健康 

P16 

P34 

P32 

P18 

P30 

P28 

P26 

P24 

P22 

P20 
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（１）   体の発育･発達に関する内容  

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ア） 
○体の発育・発達については、身長・体重などを取り上げ、これらが年齢に
伴って変化すること。 
○これらには個人差があること。 

 
○身体の各器官は年齢とともに発達するが、それらには、順序性があ
ること。 
○器官により、急速に発達する時期に違いがあること。 
○これらには、性差や個人差があること。 
  

 

（ウ）加齢と健康 

○加齢に伴い、心身が変化すること。 
○健やかに老いるためには、若い時から、適正な体重、血圧などに関
心を持ち、適切な健康習慣を保つこと、定期的に健康診断を受ける
など自己管理をすること。 
○中高年の健康は、加齢に伴う心身の変化と向き合い、受け入れてい
くこと、家族や親しい友人との良好な関係を保つこと、生きがいを
持つこと、地域の社会的交流及び支援などの心理的・社会的要因が
かかわっていること。 
○中高年の健康状態、生活状況やこれらに対する種々の施策が行われ
ていることを取り上げるとともに、高齢社会の到来に対応して、保
健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必要であること。 
 

 

（
２
）
育
ち
ゆ
く
体
と 

わ
た
し 

ア 

体
の
発
育･

発
達
と 

食
事､

運
動
な
ど
の
大
切
さ

（
１
）
心
身
の
機
能
の

発
達
と
心
の
健
康 

ア 

身
体
機
能
の
発
達 

（
２
）
生
涯
を
通
じ
る
健
康 

ア 

生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康 

小学校 ４年生 

中学校 １年生 

高等学校 

＊ 呼吸器系、循環器系を中心に取り上げます。 

＊ 機能障害及び社会復帰を図るためのリハビリテーションについて
も触れます。 
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○ 自分自身の体の発育・発達について実感する手立てとして、小さいときの衣服や靴などを

実際に着用してみるなどの方法が有効です。 

○ 身長の変化などをグラフに記入することで、自分自身の成長を数字で客観的に見ることができ

たり、伸び方の変化に着目したりすることができます。 

○ 身体の各器官の発達については、「スキャモンの発育型」を参考にして、順序性や発達の時期

の違いなどを理解できるようにしましょう。また、その際、一般型については小学校の復習のイ

メージで生徒からの発言を促したり、神経型などについては、｢上から落とした棒をキャッチす

る反射ゲーム｣などを取り入れたりするなどして､知識の伝達のみにならない工夫をすると良いで

しょう。 

○ 呼吸器系、循環器系は、呼吸数、脈拍数などにより変化が数値や実感として感じられる器官で

す。仕組みの理解とともに、体育学習の「体力を高める運動」などと関連させ、その必要性を理

解できるようにすると良いでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

 ★ 小学校では、年齢とともに身長・体重などが変化することが学習の内容です。自分の発

育・発達状況を人と比べたりして自己否定にならないように展開しましょう。 

★ 中学校では、単に体の発育・発達ではなく｢各器官｣を意識した上で、よりよい発達にむ

けて努力する視点を忘れないようにしましょう。 

★ 高等学校では、小・中学校での発育・発達という「個人」を中心とした学習から、さら

に「将来」と「社会」にも意識を広げ、今の自分のあり方が将来に大きく関わっている視

点を持てるようにすると良いでしょう。 

★ 小学校での身長や体重の変化に見られる発育･発達については、男女の違いではなく、個

人差として捉えるようにし、中学校では、個人差とともに小学校高学年から現在にかけて

の発育・発達における性差についても取り扱うようにしましょう。 

○ ここでは、中高年以降の内容を取り扱いつつ、現在の生活習慣の必要性を理解できるようにし

ましょう。できれば、他教科､特別活動､総合的な学習の時間との関連を図り、高齢者擬似体験等

と絡めて授業を進めることができると良いでしょう。また、保健授業内でできる簡単な擬似体験

(母音の発音だけで自分の言いたいことを伝えてみるなど)を取り入れるようにすると良いでしょ

う。 

○ 社会的対策を考えるきっかけとして、身近にあるユニバーサルデザインを探す、諸外国との比

較をしてみるなどグローバルに考えることができる視点を持てるようにしたいものです。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校４年生

中学校１年生

高 等 学 校
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（ア） 
○思春期には、体つきに変化が起こ
り、個人差があるものの、男子はが
っしりした体つきに、女子は丸みの
ある体つきになるなど、男女の特徴
が現れること。 
 

 
（ア）思春期と健康 
○思春期における心身の発達や健康
問題について、特に性的成熟に伴
い、心理面、行動面が変化するこ
と。 
○これらの変化に対応して、異性を
尊重する態度が必要であること、
及び性に関する情報への対処など
適切な意志決定や行動選択が必要
であること。 

 

 

（イ）結婚生活と健康 
○健康な結婚生活について、心身の発達や健康状態
など保健の立場から理解できるようにする。 
○その際、受精、妊娠、出産とそれに伴う健康問題
について理解できるようにするとともに、家族計
画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などにつ
いて理解できるようにする。 

 
○思春期には、下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きにより生殖器の発
育とともに生殖機能が発達し、男子では射精、女子では月経が見られ、妊娠が
可能になること。 
○身体的成熟に伴う性的な発達に対応し、性衝動が生じたり、異性への関心など
が高まったりすることなどから、異性の尊重、性情報への対処など性に関する
適切な態度や行動の選択が必要となること。 

 

（イ） 
○思春期には、初経、精通、変声、発毛が
起こり、また、異性への関心も芽生える
こと。 
○思春期の変化は、個人によって早い遅い
があるもののだれにでも起こる、大人の

体に近づく現象であること。 

（２）   思春期の体の変化に関する内容                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
２
）
育
ち
ゆ
く
体
と
わ
た
し 

イ 

思
春
期
の
体
の
変
化 

（
１
）
心
身
の
機
能
の
発
達
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
の
健
康 

イ 

生
殖
に
か
か
わ
る
機
能
の
成
熟 

（
２
）
生
涯
を
通
じ
る
健
康(

高)
 

ア 

生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康 

小学校 ４年生 

中学校 １年生 

高等学校 

＊自分を大切にする気持ちを育てる観点から、自分の体の変化や個人による
発育の違いなどについて肯定的に受け止めることが大切であることに気付か
せるよう配慮します。 

＊内容については、妊娠や出産が可能となるような成熟が始まるという観点か

ら、受精・妊娠までを取り扱い、妊娠の経過は取り扱わないものとします｡また、

生殖にかかわる機能の成熟に伴い、性衝動が生じたり、異性への関心が高ま

ったりすることから、異性の尊重、情報への適切な対処や行動の選択が必要と

なることについて取り扱うものとします｡ 

＊男女それぞれの生殖に関わる機能については、必要に応じ関連付けて扱う程度とすし

ます。さらに、異性を尊重する態度や性に関する情報等への対処、適切な意志決定や行

動選択の必要性についても扱うよう配慮します｡ 

＊適切な意志決定や良好な人間関係を気付く

ことが健康な結婚生活の基盤となることに

ついても触れるようにします。 



 19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教師の一方的な説明で終わらないように、積極的に調べ学習を取り入れましょう。 

○ グループでの話し合いで、発言し合うことが難しければ、カードを使用したブレインストー

ミングなどを取り入れましょう。 

○ 養護教諭や学級担任と連携して、指導にあたると効果的です。必要に応じて家庭との連携も

図るようにしましょう。 

○ 異性を尊重したり、氾濫する性情報に正しく対処したりできるよう、適切な資料をそろえる

とともに、実態に応じてグループディスカッション（P８）やケーススタディ（P９）なども

取り入れて指導しましょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ 性に関する内容は、児童・生徒が恥ずかしがったり、興味本位で受け取ってしまったりする

場合があるため、教師は毅然とした態度で臨むとともに、適切な資料をそろえることも大切で

す。また、様々なメディアから多くの情報を得る機会が多いため、情報の受け取り方に十分

な注意を促すとともに、発達段階、実態に応じて個別指導を行うことも考える必要がありま

す。 

★ 養護教諭や学級担任（中・高等学校）はもちろん、必要に応じて家庭との連携を図りましょ

う。 

★ 保健学習ばかりでなく、他教科や特別活動などと関連付けて指導を行うと効果的です。ただ

し、「特別活動で扱ったから保健学習では扱わない」ということがないようにしましょう。 

○ 男女の体つきについては、人型のシルエットなどを使い、その違いについてブレインストー

ミング（P８）をするなどの方法を活用してみましょう。 

○ 教師の一方的な説明で終わらないように、調べ学習も取り入れましょう。 

○ 思春期の体の変化には個人差があることをしっかりと伝えましょう。 

○ 養護教諭と連携するチームティーチング（P９）も効果的です。必要に応じて家庭とも連携

を図りましょう。 

○ 新しい生命を生み出すことができる大人の体に近付いていることを伝えましょう。 

○ 性に関わる意志決定や行動選択についてじっくりと考える時間を設けるとともに、誤った性

情報が氾濫していることを適切な資料に基いて指導しましょう。 

○ 「結婚生活と健康」では、実感を持てない生徒が多いので、ブレインストーミングやグルー

プディスカッションなどを取り入れて、興味を持って学習に取り組めるようにしましょう。 

○ 正しい行動選択ができるように、困ったことでも相談できる人間関係を作ったり、自分を省

みたりすることが大切であることを伝えていくようにしましょう。 

○ 時には養護教諭とのチームティーチングも有効です。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校４年生

中 学 校 １ 年 生

高 等 学 校



 20

（３） 交通事故等に関する内容 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 

○交通事故や学校生活の事故によるけがを防止

するためには、周囲の状況をよく見極め、危

険に早く気付いて、的確な判断の下に安全に

行動することが必要であること。 

 

（ウ）安全な交通社会づくり 

○交通事故を防止するため

には、法的な整備、施設

設備の充実、車両の安全

性の向上などを含めた、

安全な交通社会づくりが

必要であること。 

 

（ア）交通事故の現状 

○我が国における道

路交通事故の状況

を知り、事故に

は、車両の特性、

当事者の行動や規

制を守る意識、周

囲の環境などが関

連していること。 

（イ）交通社会での必要な資質と責任

○交通事故を防止するためには、自他の

生命を尊重するとともに、自分自身の

心身の状態や車両の特性などを把握す

ること及び個人の適切な行動が必要で

あること。 

○交通事故には責任や補償問題が生じる

こと。 

 

 

（イ）交通事故による傷害の防止 

○交通事故については、中学生期には歩行中の事故や自転車乗車中の事故が多く発生す

ること。また、人、車両、道路環境や気象条件がかかわりあって発生すること。 

○交通事故による傷害を防止するためには、自転車や自動車の特性を知って、交通法規

を守り、道路の状態や気象条件など周囲の状況に応じ、情緒の安定を図って安全に行

動するとともに、道路などの交通環境を整備する必要があること。 

 

（ウ） 

○交通事故、学校生活の事故や

水の事故の防止には、危険な

場所の点検などを通して、校

舎や道具など施設・設備を安

全に整えるなど、安全な環境

をつくる必要があること。 

 

（
１
）
け
が
の
防
止 

ア 

交
通
事
故
や
学
校
生
活
の
事
故
な
ど
の 

 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
 

原
因
と
そ
の
防
止 

（
３
）
傷
害
の
防
止 

ア 

自
然
災
害
や
交
通
事
故

な
ど
に
よ
る
傷
害
の
防
止

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

エ 

交
通
安
全 

小学校 ５年生 

中学校 ２年生 

高等学校 

＊心の状態や体の調子が的確な判断や
行動に影響をおよぼすことについても
触れるようにしましょう。 

＊交通事故の防止では、道路を横断する
際の一時停止や左右の安全確認など
を、また、学校生活の事故によるけが
の防止については、廊下や階段の歩行
の仕方、運動場などでの運動や遊び方
などを取り上げます。 

＊通学路や地域の安全施
設の改善などの例から、
様々な安全施設の整備
や適切な規制が必要で
あることにも触れるよう
にします。 

＊交通事故については適宜具体的な事例を取り上げます。 

＊具体的な事
例を適宜取
り 上 げ ま
す。 

＊高校生は、二輪車及び自動車
の免許取得可能年齢となり、
多くの生徒が近い将来、運転
者として交通社会の一員とな
ることを考慮し、加害事故を起
こさない努力が必要であるとい
う視点を重視します。 

＊範囲が広がりすぎな
いようにするため二
輪車及び自動車を
中心に取り上げ、交
通法規の詳細は扱
わないものとしま
す。 
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○ 実際にあった事故やけがの経験について、子どもたちが発言する際には、「いつ・どこで・ど

うして・どんな」といった表などを作って行いましょう。 

○ 警察関係者等をゲストティーチャー（P９）として招き、道路や学校内の安全をどのように考え

ているかなどを聞く機会を設けるようにしましょう。 

○ 保健室で集計している月別のけがの発生数、けがの種類・部位、けがの起きた場所などを提示

して、原因等を話し合うようにしましょう。 

○ 日常生活の中で事故に遭う可能性のある場所を地図や写真などから見付けたり（安全マップの

作成）、そのような場所で安全のために工夫されている点について、グループで考えたりできる

と良いでしょう。 

○ 自転車乗車中に起こった交通事故の例を挙げ、ロールプレイング（P９）によってその原因を考

え、その原因を分類･整理（カード操作による分類法 P８）したりすると良でしょう。また、整理し

た原因から、交通事故防止策について考えるなど、日常の行動に交通事故の要因が潜んでいること

に気付くことができるようにすると良いでしょう。 

○ 「あなたのヒヤリ・ハット体験!」などの用語を利用するなど、興味を引き出す工夫をしましょ

う。 

≪指導のポイント≫ 

★ 小学校では、身近な事故を中心に｢自らが事故に遭わないように｣、中学校では、事

故の状況を分析し「交通事故を起こさない」視点を持てるように、高等学校では「加

害者の視点と社会の一員である」という視点を持てるように、教材を工夫することが

大切です。 

★ 小学校では「学校内の事故や水の事故」、中学校では「自然災害」を取り扱うが、

高校においては、これらの事故については取り扱っていません。 

○ ディベート的な要素を含んだディスカッション（P８）をすることで、自らの問題であるとい

う意識を高めるようにしてみましょう。（自動車事故を例に挙げ、運転手側､歩行者側に分かれ、

それぞれが有利になるように話し合いをする。お互いの主張から、交通事故の原因やその防止策

についてまとめる等） 

○ 運転免許を取得し､運転をする場合を想定し､各自で行動計画書を作成すると、より具体的な知

識を身に付けたり､考えたりできるようになるでしょう。 

○ 幼児から高齢者までの各年代を意識した､安全な交通社会を作るための方策について、各グルー

プで検討し､発表し合うことで、社会の一員であることの自覚を持てるようにしましょう。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校５年生

中学校２年生

高 等 学 校
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（４） 応急手当に関する内容 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ア） 
○けがの手当をするときには、
けがの種類や程度などの状況
をできるだけ速やかに把握し
て処置するとともに、近くの
大人に知らせることが大切で
あること。 

（イ） 
○自分がその場でできる簡単なけがの手当に
は、傷口を清潔にする、圧迫して出血を止め
る、患部を冷やすなどの方法があること。 
 

（ア）応急手当の意義 

○傷害が発生した際に、その場に居合わ

せた人が行う応急手当としては、傷害

を受けた人の意識の確認等の状況の把

握と同時に、周囲の人への連絡、傷害

の状況に応じた手当てが基本であり、

適切な手当ては傷害の悪化を防止でき

ること。 

（イ）応急手当の方法 
○応急手当の方法としては、包帯法、止

血法及び人工呼吸法など取り上げ、実

習を通して理解できるようにする。 

 

 

（ア）応急手当の意義 

○自他の生命や身体を守り、

不慮の事故災害に対応でき

る社会環境を作るために

は、一人一人が応急手当の

手順や方法を身に付けると

ともに、自ら進んで行う態

度を養うことが必要である

こと。 

○傷病の手当てとともに、適

切な連絡・通報や運搬も重

要であること。 

（イ）日常的な応急手当 

○日常生活で起こる傷害

や、熱中症などの疾病

の際には、それに応じ

た体位の確保・止血・

固定などの基本的な応

急手当の手順や方法が

あること。 

 

 

（ウ）応急手当の方法

○心肺蘇生法等の原

理や方法 

 

 

（
１
）
け
が
の
防
止 

イ 

け
が
の
手
当 

（
３
）
傷
害
の
防
止 

イ 

応
急
手
当 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

オ 

応
急
手
当 

小学校 ５年生 

中学校 ３年生 

高等学校 

＊すり傷、鼻血、やけどや打撲などを取り上

げ、実習を通して簡単な手当ができるように

することで理解を深めるようにします。 

＊必要に応じて医師や医療機関などへ

の連絡を行うことについても触れるよう

にします。 

＊具体的な内容としては、巻き包帯

法、三角布、副木などを使用した患

部の保護や固定、消毒ガーゼなど

で押さえる直接圧迫法や指圧によ

る間接圧迫法の止血、気道確保と

マウスツーマウス法などを取り扱い

ます。

＊適切な手当ての実践

により理解を深める

ようにします。 

＊指導に当たっては、実習を行うものとし、呼吸機能に器系及び循環器系の機能に

ついては、必要に応じ関連づけて行う程度とします。 

＊「体育」における水泳などとの関連を図り、指導の効果を高めるよう配慮するもの

とします。 

＊実践によって理

解を深めるように

します。 



 23

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ けがの手当の行い方を示し、グループでけがにあった正しい手当の方法を選ぶようにし、興

味を持って知識が身に付くようにしましょう。 

○ 実習を取り入れて、実践的な理解が深まるようにしましょう。 

○ けがをした際の周囲の状況などをイメージすることで、実践的な理解が進みます。 

○ 心肺蘇生法ダミーが足りない場合は、グループ学習を行い、教え合いの学習を展開すると

良いでしょう。（ダミーは体育センターで貸し出しています） 

○ 水泳の授業など、体育分野の内容と関連させ、必要性を理解させるとよいでしょう。 

○ 養護教諭等とのチームティーチング（P９）を行い、養護教諭の立場から応急手当の意義

などを話してもらうことで、より実感を持って実習を行うようにすると良いでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ 実習を伴う単元です。興味本位にならないように、その必要性と正しい行い方を学

ぶことができるような環境作りが大切です。また、必ず周囲の人間に知らせる､助けを

求めるなどの視点を持つことを意識できるようにしましょう。 

★ 小学校では｢自分でできる簡単なけがの手当｣、中学校では「周囲の人に対しての、

包帯法・止血法・人工呼吸法」、高等学校では｢熱中症に対する対応、心肺蘇生法｣を

取り扱うことになっています。 

 ★ なお、実習の目的は、技能を高めることではなく、知識の定着や理解を深めること

にあることを確認しましょう。技能を高めるために実習を行う場合には、保健学習で

はなく保健指導（学級活動・特別活動等）で取り扱います。 

○ 心肺蘇生法ダミーが足りない場合は、グループ学習を行い、教え合いの学習を展開すると

良いでしょう。（ダミーは体育センターで貸し出しています） 

○ 体育の水泳の授業と関連を図り、効果的に理解できるようにしましょう。 

○ 実習前に、既習の知識を基にクイズ形式などで手順を予想してから行うと良いでしょう。

○ ゲストティーチャー（救急隊員等）（P９）から応急手当の意義などを話していただいた

り、実習についてアドバイスをいただいたりすることも、理解を深める工夫として考えられ

ます。（教えるのは教員です） 

 
 

【学習効果を上がるための指導・支援】 
小学校５年生

中学校３年生

高 等 学 校 
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（５） 健康のとらえ方に関する内容 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○病気は、病源体、体の抵抗力、生活行動、環境がかわりあって起こる

こと。 

（ア）国民の健康水準と

  疾病構造の変化 

○科学技術の発達や社

会経済の発展に伴っ

て健康水準が向上し

てきたこと。 

○疾病構造が変化して

きたこと。 

 

（イ）主体と環境要因 

○主体の要因には､年齢､性、免疫､遺伝などの

素因と､生後に獲得された､食事､運動､休養

及び睡眠を含む生活上の様々な習慣や行動

様式にかかわるものがあること。 

○環境の要因には、温度､湿度や有害物質など

の物理的･科学的環境､ウイルスや細菌など

の生物学的環境及び人間関係や保健･医療制

度などの社会的環境などにかかわるものが

あること。 

（イ）健康の考え方と

成り立ち 

○健康水準の向上､疾病

構造の変化は、個人

や集団の健康につい

ての考え方やその対

策にも変化をもたら

していること。 

○健康の成立要件や条

件。 

  

 

（ウ）健康に関わる意志決定と 

行動選択  

○健康を保持増進するために

は、適切な意志決定や行動選

択が必要であり、それらには

個人の知識、価値観､心理状態

や人間関係､社会環境が関連し

ていること。 

（
３
）
病
気
の 

予
防 

ア 

病
気
の 

起
こ
り
方 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

ア 

健
康
の
成
り
立
ち
と 

 
 
 
 
 

疾
病
の
発
生
要
因 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

ア 

健
康
の
考
え
方 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊日常経験している病気として「かぜ」などを取り上げます。 

＊我が国の死亡率､
平均寿命､受療率
などの各種の指
標を通して健康水
準の動向を取り上
げます。 

＊生活の質や生きが
いを重視する健康
の考え方､健康の
ための個人の実践
力の育成とそれを
支える環境づくりを
重視するヘルスプ
ロモーションの考え
方などを例として、
理解できるようにし
ます。 

＊適切な意志決定や行動選択
を行うためには、十分情報を
集め、思考･判断すること、行
動にあたっては自分なりの
計画･評価を行うこと､及び社
会的な影響力に適切に対応
することなどが、重要である
ことをについて触れるように
します。 

＊個人が健康に関わる意志決定
と行動選択をしやすい社会環
境づくりが大切であることにも
触れるようにします。 

 

（ア）健康の成り立ち 

○健康は、主体と環境を良好な状

態に保つことにより、成り立っ

ていること。 

○健康が阻害された状態の一つで

ある疾病について、その発生に

は主体自身の要因と病源体や生

活環境等を含めた環境要因が相

互にかかわりながら発生するこ

と。 

中学校 １年生 
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○ 養護教諭とのチームティーチング（P９）や学校医等をゲストティーチャー（P９）として招くな

どして、保健室の様子や病院の様子などを絡めて、｢病気の起こり方｣や｢病気の予防法｣などについ

て、話してもらえるようにすると、理解が深まるでしょう。 

○ 自分の体験を基に、どのような予防法があるのかなどをブレインストーミング（P８）で出し合

い、クラス全体で、予防法についての考えを共有できると良いでしょう。 

○ ブレインストーミングやカード操作による分類法（P８）等を使用して、健康の成り立ちについ

て自分たちの考えをまとめられると良いでしょう。 

○ 主体の要因については、自らが意識することで改善される視点を持てるような授業の流れを作り

ましょう。（健康に関わっている具体的な要因についてブレインストーミング等で出し合う→主体

の要因と環境の要因に分類する→健康であるために自分たちができることをグループで話し合い発

表する） 

≪指導とポイント≫ 

★ 概念的な内容なので、既成の知識の伝達に偏りがちです。小･中学校では各発達段階にあ

った工夫を取り入れ、より実践的な内容として捉えられるようにしましょう。 

★ 高等学校は「保健」の内容全体にかかわる内容なので、ここでは概念的な理解を促し、

特に関連の深い「イ健康の保持増進と疾病の予防」などにおいて、具体的かつ実践的な理

解を図るようにしましょう。 

★ 小学校では「自分にとっての健康」、中学校では「健康についての要因からその対策を

立てる」、高等学校では「現代社会の健康」について意識した授業づくりが必要です。 

★ 発言が消極的になってしまう場合には、自分の考えをカードに書き出す（カードを使用

するブレインストーミング）ようにすると多くの意見が出るでしょう。 

 

○ 身近な生活や体験から健康に関係する題材を適宜取り上げましょう。 

○ 新聞記事等の資料から現在の健康水準などを読み取り、考察するような授業づくりをしましょ

う。 

○ ヘルスプロモーションについては、図等を使ってその概念を十分に理解できるように工夫しまし

ょう。 

○ 健康という身近な問題について社会的側面と個人的側面を意識できるように、資料と仲間との意

見交換を組み合わせて、理解を深めるようにしましょう。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校６年生

中学校１年生

高 等 学 校
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（６） 生活習慣病に関する内容 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） 

○心臓や脳の血管が硬くなったりつ

まったりする病気、むし歯や歯ぐ

きの病気などの生活習慣病の予防

には、糖分、脂肪分、塩分などを

摂りすぎる偏った食事や間食を避

けたり、口腔の清潔を保つなど、

健康によい生活行動を毎日実践し

続けることが必要であること。 

 

 
（ア）生活習慣病と日常の生活行動 

○健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など、健康

的な生活習慣が必要であること。 

○健康に関する適切な意志決定と行動選択が重要であること。 
 

（エ）調和のとれた生活と生活習慣 

○人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康の保持増進を図るために

は、年齢、生活環境等に応じた食事、適切な運動、休養及び睡眠の調和のと

れた生活が必要であること。 

○現代青少年の生活を見ると、生活の夜型化、睡眠時間の減少等が、食生活で

は食事摂取時間の不規則化、朝食欠食の日常化、栄養摂取の偏りなどが、運

動面での個人の運動習慣の形成に不十分さが見られる。これらは、極端なや

せや肥満などを引き起こしたり、また、生活習慣病を引き起こす要因とな

り、生涯にわたる心身の健康に様々な影響があること。 

（
３
）
病
気
の
予
防 

ウ 

生
活
行
動
が
か
か
わ
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（オ） 

○日常の生活行動の積み重ねによっ

ては生活習慣病が起こったり、好

奇心から喫煙、飲酒、薬物乱用を

はじめる場合などが多く見られる

ことから、自分の健康は自分で守

るという意識を高め、健康によい

生活行動を自ら実践することが必

要であること。 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

イ 

生
活
行
動･

生
活
習
慣
と
健
康 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と 

疾
病
の
予
防 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊日常の生活行動と深い関係のある、悪性新生物、虚血性心疾患、高

脂血症、歯周病などの生活習慣病の予防を適宜取り上げます。 

中学校 ３年生 
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○ むし歯などの身近な病気については、イメージがわきやすいのでブレインストーミング（P８)等

で､活発な活動を促しましょう。 

○ 心臓や脳の血管に関する病気については、透明のホースと色水などを用意して起こりうる状況を

イメージできるようにする工夫などが必要となります。 

○ 予防については、カード等を使ってわかっているのに実施できない自分に気付くことや友達への

アドバイスを考えることで、予防の必要性に自ら気付くように工夫しましょう。 

○ 食生活・運動・休養と睡眠のそれぞれと健康との関わりについては、小学校での知識をベース

に、実態調査のデータ等を利用して身近な問題として捉えられるような工夫が必要です。 

○ 知識を基に、生活習慣と健康の関わりを総合的に捉える視点でのグループ学習等と取り入れると

良いでしょう。 

○ 生涯にわたる心身の健康への影響については、「歳をとってもいきいきと活躍している人（有名

人・身近な人）」と、｢病気を背負って生きる苦労｣を想像し、生活習慣病の怖さと、｢生活習慣病

は若い頃からの生活習慣が大きく影響する｣ことを理解させ、｢今できることは何か？｣を考えさせ

ましょう。その際、適時の発問をして気付きを促すと良いでしょう。 

○ 生活習慣については、小・中学校の復習も兼ね、健康的な、または不健康な生活習慣についてグ

ループディスカッションを行い（P８）、運動面、栄養面、休養面等に分類することなどで知識の

整理・定着を図ると良いでしょう。 

○ 適切な意志決定と行動選択の重要性を理解するにあたっては、健康的な生活習慣を阻害する要因

についてグループで話し合い､その対策を考えるといった方法が効果的ですが、考えが深まらない場

合には、その要因について全体で意見を出し合い､分類した上で、グループ毎に対策を考える形にす

るという方法もあります。 

≪指導とポイント≫ 

★ 「生活習慣を予防するには、食事（栄養）・運動・睡眠（休養）が重要であるこ

と」については、小・中･高を通して教え、これら健康の３原則が健康の基本であるこ

とを強調しましょう。 

★ 小学校については、むし歯などの身近なものから３原則の必要性を、中学校では、

３原則の大切さからバランスの良い生活習慣という意識を、高等学校においては、健

康を阻害する要因に対して積極的に働きかけることと、健康に関する適切な意志決定

と行動選択が重要であることを理解できるようにします。 

★ ここでは「生活習慣病」に関する内容として取り上げましたが、小学校では「一日

の生活の仕方」、中学校では「生活行動・生活習慣と健康」で、生活行動について取

り上げられています。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小 学 校 ６ 年 生

中 学 校 ３ 年 生

高 等 学 校
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（７） 感染症に関する内容 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ア） 
○病源体がもとになって起こる病
気の予防には、病原体の発生源
をなくしたり、その移る道筋を
断ち切ったりして病原体を体の
中に入れないことが必要である
こと。 

 

 

（エ）感染症とその予防 

○エイズ、結核、腸管出血性大腸菌感染症や薬剤耐性菌問題など、近年、

感染症の新たな問題が起こっていること、及びその予防には、社会的な

対策とともに個人の適切な行動が必要であること。 

（ア）感染症の原因とその予防 

○感染症は、病原体が環境を通じて主体へ感染

することで起こる病気であり、適切な対策を

講ずることにより予防できること。 

○病原体には、細菌やウイルスなどの微生物が

あるが、温度､湿度などの自然環境､住居､人

口密度､交通などの社会環境、また、主体の

抵抗力や栄養状態などの条件が相互に複雑に

関係する中で、病原体が身体に侵入し､感染

症が発病すること。 

○感染症から身体を守るには、消毒や殺菌等に

より病原体を死滅させたり、皮膚や衣服､あ

るいは周囲の環境を衛生的に保つことにより

病原体が身体に侵入するのを阻止すること、

栄養状態を良好にしたり、予防接種の実施に

より免疫を付けるなど身体の抵抗力を高める

ことが有効であること。 

 

（イ） 

○病原体がもとになって起こる病
気の予防には､予防接種や調和の
とれた食事､適切な運動、休養及
び睡眠をとることによって、体
の抵抗力を高めておくことが大
切であること。 

（イ）エイズ及び性感染症の予防

○エイズ及び性感染症の増加傾

向とその低年齢化が社会問題

になっていることから、その

疾病概念､感染経路､予防方法

を身に付ける必要があるこ

と。 

（
３
）
病
気
の
予
防 

イ 

病
源
体
が
も
と
に
な
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

エ 

感
染
症
の
予
防 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と 

疾
病
の
予
防 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊インフルエンザ､結核などを適

宜取り上げて行います。 

中学校 ３年生 

＊結核、コレラ、風疹などを適宜

取り上げて行います。 

＊エイズの病原体はヒト免

疫不全ウイルス（HIV）で

あり、その主な感染経路

は性的接触であることか

ら、感染を予防するには

性的接触をしないこと、コ

ンドームを使うことなどが

有効であることにも触れる

ようにします。 
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○ 前単元の｢ア病気の起こり方｣で、日常経験している「かぜ」などを例に挙げ学んでいることか

ら、ここでは｢インフルエンザ｣など身近ですが危険性の高い題材を使用して、日常生活の中で自分

ができる予防法を中心に理解を深めます。 

○ 自分で書き込むカードなどを使って、わかっていてもなかなかできない現状に気付くことができ

るようにしましょう。 

○ 学級活動､保健指導等と関連して取り扱うことができると効果的です。 

○ 感染症の原因については、各原因が相互に複雑に関係する中で発病することについて、｢寒い冬

にかぜの発生が少なく､気温が上がる５月に発生数が増える地域｣などを取り上げて､既習の小学校

の知識を活用しながら、生徒が主体的に考える場面を作りましょう。 

○ 予防については、個人の予防とともに社会的な予防の視点を加えるようにしましょう。 

○ エイズに代表される性感染症については、「コップに水と石灰水を入れ、挨拶しながら水を分け

合う挨拶ゲーム」などの体験を取り入れ、性感染症の定義を合わせて行い、他人事ではなく自らの

問題として捉えられるように工夫しましょう。 

○ 社会・理科、特別活動､総合的な学習の時間などと関連付けて取り扱うと効果的です。 

≪指導のポイント≫ 

★ ここでは、｢感染症の予防｣として系統立てましたが、小学校においては｢病気の起こ

り方｣という小単元があり、身近な｢病気｣から、起こり方を理解した上で､予防に進む

ことになります。また「感染症」という定義は、中学校で行うということを押さえて

ください。 

★ 病気・感染症の発生要因については、小学校から学んでいる内容ですので、既習の

知識があることを考えた授業作りがポイントとなります。小学校については、個人の

健康を守る視点、中学校では、個人を中心とした社会の健康に目を向ける視点、高等

学校では、社会の一員としての健康を意識し、起こりえる事態を予想して､知識を活用

する視点を持つことなどが大切になります。 

○ 感染症の予防については、既習の小・中学校の知識を活用し、個人的・社会的な予防の分類な

どを通して知識を定着させるようにしましょう。また、その際、分類しきれない内容について生

徒同士でディスカッションをさせることで考えが深まると思われます。 

○ エイズについては、中学校で取り上げられているので、高校ではさらに知識や思考が深まるよ

うに工夫が必要です。近年､諸外国で問題になっている感染症などを取り上げ、少ないデータから

その予防について考えることができるような工夫も大切になります。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小 学 校 ６ 年 生

中 学 校 ３ 年 生

高 等 学 校
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（８） 喫煙・飲酒・薬物乱用に関する内容 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
３
）
病
気
の
予
防 

ウ 

生
活
行
動
が
か
か
わ
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（イ） 

○喫煙については､せきが出たり心拍数が

増えるなど呼吸や心臓のはたらきに負

担をかけるなどのすぐに現れる影響や

長い間続けると肺がんや心臓病にかか

りやすくなるなどの影響があること。

○受動喫煙により､周囲の人々 の健康にも

影響を及ぼすこと。 

（ウ） 

○飲酒については、判断力

が鈍る､呼吸や心臓が苦

しくなることがあるなど

のすぐに現れる影響や､

長い間続けると肝臓など

の病気の原因になるなど

の影響があること。 

 

（エ） 

○薬物乱用については、シンナーな

どの有機溶剤を取り上げ、一回の

乱用でも死に至ることがあり、乱

用を続けると止められなくなり、

心身の健康に深刻な影響を及ぼす

こと。 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

ウ 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
と
健
康 

（ア）喫煙と健康 

○たばこの煙の中には有害物質が含まれ

ており、ニコチンには依存性もあるこ

と。 

○喫煙するとその作用により､血圧の上

昇や心拍数の増加による心臓への負

担、酸素運搬能力の低下、のどの痛

み、せき・たん・息切れの増加など

様々な急性影響が現れること。 

○常習化により、肺がんなどの様々な病

気を起こしやすくなること。 

○未成年の喫煙ではこれらの身体影響が

強く現れ、身体に悪影響を及ぼすだけ

でなく､依存性のため長い年月にわた

り連用することにより身体をむしばむ

ことになること。 

（イ）飲酒と健康 

○酒の主成分はエチルア

ルコールであり、未成

年からの飲酒は依存症

になりやすいこと。 

○飲酒によりエチルアル

コールが中枢神経の働

きを低下させ、思考力

や自制力を低下させた

り運動障害が起こるこ

と。 

○急激に大量の飲酒をす

ると急性中毒を起こし

意識障害や死に至るこ

ともあること。 

（ウ）薬物乱用と健康 

○覚せい剤や大麻を取り上げ、摂取

によって幻覚を伴った激しい急性

の錯乱状態や急死などを引き起こ

すこと。 

○薬物の連用により依存症状が現

れ､中断すると精神や身体に苦痛

を感じるようになるなど様々な障

害が起こること。 

○個人の心身の健全な発育や人格の

形成を阻害するだけでなく、社会

への適応能力や責任感の発達を妨

げるため､暴力､性的非行､犯罪な

ど家庭･学校･地域社会にも深刻な

影響を及ぼすこともあること。 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康(

高) 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病
の
予
防 

（イ）喫煙､飲酒と健康 

○喫煙、飲酒による健康への影響について、疾

病との関連､周囲の人々や胎児への影響、社会

に及ぼす影響があること。 

○適切な意志決定と行動選択が必要であるこ

と。 

（ウ）医薬品の正しい使用､薬物乱用と健康 

○医薬品の有効性や副作用及びその正しい使用法 

○コカインなどの麻薬､覚せい剤など、薬物の乱用が

心身の健康や社会に及ぼす影響 

○薬物乱用を決して行わないことが必要であるこ

と。 
 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊低年齢からの喫煙・飲酒は特に害が大きいことについ
ても取り扱うようにし、未成年の喫煙・飲酒は法律によっ
て禁止されていることについても触れるようにします。

中学校 ３年生 

＊好奇心､自分自身を大切にする気持ちの

低下､周囲の人々 の行動、マスメディアの

影響､ニコチンやエチルアルコールの薬

理作用などが、喫煙や飲酒の開始や継続

の要因となることを取り上げます。 

＊薬物の乱用は法律で厳しく規
制されていることや､乱用され
る薬物には覚せい剤など
様々 なものがあることにも触
れるようにします。 

○喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は、好奇心、なげやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、

周囲の人々の影響や人間関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝･広告や入手のし易さなどの社会環

境などによって助長されることを知り、それらに適切に対処する必要があること。 

＊薬物乱用の背景には､自分の体を大切にする気

持ちや社会の規範を守る意識の低下、周囲の

人々 からの誘い、断りにくい人間関係といった不

適切な社会環境があることを取り上げます。 
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○ 注射器でたばこの煙を吸い込み、ろ紙に煙を吹き付ける実験で、ろ紙がタールで汚れるところを

見せるような取り組みをして、視覚的にたばこの害が分かるようにするとよいでしょう。 

○ 養護教諭や学校薬剤師と連携をとり、専門的な立場から話をしてもらうことで、子どもたちに興

味付けをすると効果的です。 

○ 文部科学省のパンフレットや日本学校保健会のホームページには、子どもたちに興味･関心をひ

く内容が掲載されていますので、有効に活用しましょう。 

○ 薬物については、シンナーなどの有機溶剤を取り上げ、視聴覚教材などを使用して乱用の心身へ

の深刻な影響について十分に理解できるようにしましょう。 

○ 知識の科学的な理解を深めるために、プレゼンテーションソフト等を利用して、様々なデータや

画像、動画を使って説明すると効果的です。 

○ 薬物標本を生徒に見せる等、薬物が遠い存在でないことを実感できるようにしましょう。 

○ 薬物乱用経験者の手記を読ませることで、薬物乱用が身体をむしばみ、人生を狂わせるだけでな

く、様々な社会的な悪影響を及ぼすことを実感できるようにしましょう。 

○ 喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけとなる要因については、ブレインストーミングやカードによる

分類等の参加型の学習等を行うことで、思考を促すようにしましょう。 

○ たばこ、酒、薬物に手を出してしまう要因に、どのように対処すればよいかについて、喫煙、飲

酒、薬物乱用防止ポスターづくり等を通して考えるようにできるとよいでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ ここでは、「誘いを断る」などのロールプレイング（Ｐ９）等を利用する機会が多
く見られますが、｢断り方を身に付ける｣学習ではなく「自らが意志を持つことの必要
性」を理解できるようにする学習であることを忘れずに、参加型の学習を取り入れる
とよいでしょう。 

★ 小学校では「低年齢からの喫煙・飲酒は、特に害が大きいこと」、中学校では｢喫
煙・飲酒の依存性に触れ、未成年者からの使用の危険性について｣、高等学校では、
小・中学校での学習を踏まえ、「適切な意志決定と行動選択の必要性」を学ぶことが
できるようにしてください。薬物に関しては小学校では「一回の乱用でも死に至るこ
とがあり、乱用を続けると止められなくなることについて」、中学校では「摂取によ
る深刻な障害、依存症状」、高等学校では、医薬品の内容と絡めて「心身の健康や社
会に及ぼす影響、薬物乱用の背景」をしっかりとおさえるようにしましょう。 

★ 学級活動や特別活動、学校行事等（講演会など）と関連付けて行う機会も多いと思
われます。効果的な取り入れ方､時期等を年度当初の計画の段階で考慮する必要があり
ます。 

○ 喫煙、飲酒、薬物乱用それぞれについて、個人への影響（急性の影響、慢性の影響）、自分以外への影

響についてワークシートを使って整理したり、ブレインストーミングやグループディスカッションを通じ

て、社会に及ぼす影響について考えられるようにしたりするとよいでしょう。 

○ たばこ、酒の広告分析に加え、たばこと酒の持つイメージの違いや社会の対応の違いについて考えるこ

とで、クリティカルシンキング（批判的思考）ができるように促すとよいでしょう。 

○ 小、中、高等学校、成人等、年代別に、薬物乱用等防止キャッチコピーを作成する活動等を通して、各

年代ごとの望ましい意志決定、行動選択ができるようにするとともに、時には社会に働きかける必要があ

ることについて理解できるとよいでしょう。 

小学校６年生

中学校３年生

高 等 学 校

【学習効果を上げるための指導・支援】 
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（９） 健康と環境に関する内容 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○毎日の生活において体を清潔に保ち、生活環境を整えることなどが必要であること。

 
○人間の生活に伴
って生じたし尿
やごみなどの廃
棄物は､その種
類に即して衛生
的にかつ自然環
境を汚染しない
ように処理され
なければならな
いこと。 
 

（イ）温度､湿度､明るさと至

適範囲 

○室内の温度､湿度､気流の温
熱条件には、人間の活動に
とって至適範囲があり、そ
れは体温を容易に一定に保
ちやすい範囲であること。 

 

 

 

 

 

 
 
 
○明るさについては、視作
業を行う際には、物が良
く見え､目が疲労しにくい
一定の範囲の明るさが必
要であり、その明るさ
は、学習や作業などの種
類により異なること。 

（ア）空気の衛生的管理 
○室内の二酸化炭素は、人体の呼吸作業
や物質の燃焼により増加すること、そ
のため､室内の空気が汚れてきていると
いう指標となること､及びその濃度が一
定以上になった場合には、換気により
清浄する必要があること。 
○空気中の一酸化炭素は、主に物質の不
完全燃焼によって発生し、吸入すると
一酸化炭素中毒を容易に起こし、人体
に有害であること。 
 
 
 
（イ）飲料水の衛生的管理 
○水は、人間の生命の維持や健康及び生
活の上で重要な役割を果たしているこ
と。 
○飲料水の水質については一定の基準が
設けられており、水道施設を設けて衛
生的な水を確保していることの意義 
○飲料水としての適否は科学的な方法に
よって検査し、管理されていること。 

（ア）環境保健に関わる活動 
○上下水道の整備、ごみやし尿な
どの廃棄物の処理などの環境衛
生活動は、自然や社会生活にお
ける環境と健康を守るために行
われていること。 
○その現状、問題点､対策などを
総合的に把握して改善していか
なければならないこと。 

（ア）環境の汚染
と健康 

○人間の生活や産
業活動に伴う大
気汚染、水質汚
染、土壌汚染な
どは人々の健康
に影響を及ぼし
たり被害をもた
らすことがある
こと。 

（イ）環境と健康の対策 

○健康への影響や被害を防止する
ためには、環境の汚染について､
発生の防止及び改善の対策が必
要であること。 
○環境基本法などの法律等が制定
され、環境基準の設定、排出物
の規制、監視体制の整備などの
対策が講じられていること。 

 

（
１
）
毎
日
の
生
活
と 

健
康 

イ 

身
の
ま
わ
り
の
清
潔

や
生
活
環
境 

（
２
）
健
康
と
環
境 

ア 

身
体
の
環
境
に
対
す
る
適
応
能
力
・
至
適
範
囲 

イ 

空
気
や
飲
料
水
の
衛
生
的
管
理 

ウ 

生
活
に
伴
う
廃
棄
物
の
衛
生
的
管
理 

＊公害が見られる地域にあっては、空気や飲料水の衛生的管理と
生活に伴う廃棄物の衛生的管理の内容と関連させて、その公害
と健康との関係を具体的に取り扱うことにも配慮します。 

（
３
）
社
会
生
活
と
健
康 

ア 

環
境
と
健
康 

 

イ 

環
境
と
食
品
の
保
健 

小学校 ３年生 

高等学校 

＊手や足などの清潔、ハンカチや衣服などの清潔を保つこと、また部屋の明るさ
や換気などを調節することなどの必要性を取り上げます。  

＊自分の生活を見直すことを通して、体の清潔を保ち、生活環境を整えるために
自分でできることに気付かせ、実践する意欲をもてるようにします。 

中学校 ２年生 

＊学習や作業及びスポー
ツを行う際の至適範囲
について、その範囲を
越えると能率や記録の
低下が見られることなど
を例として取り上げま
す。 

＊空気中の一酸化炭素は許容濃度が決
められていることにも触れます。 ＊効率的に処理

するためには、
ごみの分別な
ど発生源にお
ける個人の努
力が必要であ
ることにも触れ
るようにしま
す。 

＊廃棄物と健康の関わりについて
触れるものとします。 

＊安全で良質な水の確保や廃
棄物の処理と関連付けて理
解できるようにします。 
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○ 体の清潔を保つことや、部屋の明るさ､換気について自分の生活を振り返り、「いつ、どこで、ど

のように」行っているかを発言させ、比べ合うことで理解を深めるようにしましょう。 

○ 換気の実験（透明の箱と線香の煙、ドライアイスなどを利用）から､換気の大切さに気付くように

工夫しましょう。 

○ 「問題点は？」「これからの目標は？」「行動を長続きさせるためには？」など、段階を追って

発問することで、児童が自ら考えをまとめられるようにしてみましょう。 

○ 学校内の各場所（教室・体育館・コンピュータ室・図書室・保健室など）の明るさや室温などを

予想し、実際に計測してみることで、それぞれの至適範囲についての理解を深めるようにします。

○ コップとろうそくなどで、空気の換気の必要性を科学的に理解できるように工夫します。 

○ 空気や水が衛生的管理をされていない状態であると、どのようなことが起こるのかについて、ブ

レインストーミング（P８）などで生徒からの意見を吸い上げるように工夫することで、その必要

性を理解できるようにします。 

○ ゴミの処理については、家庭や学校といった身近な場所でのゴミ処理をイメージして､自分や家

族､友達などができることについて話し合う工夫が必要になります。 

≪指導のポイント≫ 

★ 実験や調べ学習などを用いることで効果的な取り組みになると考えられますが、た

だやっただけに終わってしまうという危険性もあります。左ページの学習の内容を把

握し、ねらいを持った学習を展開したいものです。 

★ 小学校では「手洗い」等をできるようにする学習ではなく、「手洗い」等の意味を

学習するのが目的です。実習においては、理解を深めさせるという目的を見失わない

ように意識する必要があります。 

★ 小学校では「学校や家庭の環境について」、中学校では｢空気・水の大切さから環境

汚染の対策について｣（生態系については取り扱わない）、高等学校では｢身近な環境

と地球規模で考えられる環境の関わりについて｣意識できるようにしたいものです。 

○ 環境汚染のイメージがわくような水槽実験などを通して、自然が汚染されていくことについて意

識ができるように工夫します。 

○ コマーシャルなどで宣伝されている各企業の取り組みから、環境汚染の影響や被害､対策を分類できる

ような学習カードを工夫します。 

○ 諸外国の環境問題に対する取り組みと日本における取り組みを比較したり、日本が参加して行われて

いる世界的な環境問題に対する取り組みなどについてグループで調べたりします。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校３年生

中 学 校 ２ 年 生

高 等 学 校
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（１０）   心の健康に関する学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○心は、感情、社会性、思考力など

の働きの総体としてとらえること

ができ、遊びや学習、自然体験、

人とのかかわりなどいろいろな生

活体験を通して年齢とともに発達

すること。 

○不安や悩みは誰もが経験すること

であり、家族や先生、友達などと話

す、また、身近な人に相談して気持

を楽にする、仲間と遊ぶ、運動した

り音楽を聴いたりして気分を変える

などいろいろな方法があり、自分に

合った仕方で対処できること。 

 

 

（ア）知的機能､情意機能､

社会性の発達 
○心は、知的機能、情意機
能、社会性等の精神機能
の総体としてとらえら
れ、生活経験や学習など
の影響を受けながら、大
脳の発達とともに発達す
ること。 
○知的機能（認知･記憶･言
語･判断）や情意機能（感
情･意志）については、生
活経験や学習などにより
発達すること。 
○社会性については、家族
や友人関係などを取り上
げ、それらの依存性や生
活経験や学習などの影響
を受けながら変化し、自
立しようとする傾向が強
くなること。 

(エ)自己実現 
○人間の欲求の高次
なものの一つとし
て自己実現の欲求
があり、また、そ
の充足が精神の健
康と深く関わって
いること。 

(ウ)ストレスへの対処 

○人間が生きていく上でストレスを感じ
ることは自然なことであり、適度なス
トレスは精神発達上必要なものだが、
過度のストレスは心身に好ましくない
影響をもたらすことがあること。 
○ストレスの原因には物理的要因や心理
的要因・社会的要因など様々なものが
あること 
○自分なりのストレスの対処法を身に付
けることが精神の健康のために重要で
あること 

  

（ア）欲求と適応機制 
○精神機能は、主として
大脳によって統一的･調
和的に営まれているこ
と。 
○人間には様々な欲求が
あり、欲求が満たされ
ない時には、不安、緊
張、悩みなどの精神の
変化が現れるととも
に、様々な適応機制が
働き、精神の安定を図
ろうとすること。 

(イ)心身の相関 

○人間の精神と身体は
密接な関係を持って
いること。 

 

(ア)欲求やストレスの対処 

○欲求には、生理的な欲求と
心理的、社会的な欲求があ
り、人間はこれを満たそう
と行動するが、必ずしも満
たされるとは限らないこ
と。 
○しかし適切に対処すること
によって精神的な安定が図
られること。 
○ストレスの適切な対処法
は、相談できる人をもつこ
と、コミュニケーションの
方法、体ほぐし等の運動で
リラクゼーションの方法を
身に付けること、趣味を持
つことなどいろいろな方法
があり、自分に合った対処
法を身に付けることが大切
であること。 

（
２
）
心
の
健
康 

ア 

心
の
発
達 

ウ 

不
安
や
悩
み
へ
の
対
処 

イ 

心
と
体
の
密
接
な
関
係 

（
１
）
心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康 

ウ 

精
神
機
能
の
発
達
と
自
己
形
成 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

ウ 

精
神
の
健
康 

小学校 ５年生 

高等学校 

中学校 １年生 

＊家族・友達・地域の人々との関
わりを中心として取り扱います。 

＊自分の感情をコントロールした

り、相手を理解しながら自分の気

持ちを上手に伝えたりするなど、

より良いコミュニケーションがで

きるようになることが大切である

ことを触れるようにします。 

＊体ほぐしの運動の積極的な活用を図

るようにします。 

＊自分の心に不安や悩みがあるという

状態に気付くこと、また、不安や悩み

に対処するための様々な体験をもつ

ことは心の発達のために大切である

ことにも触れます。 

＊大脳の機能、神経系及
び内分泌系の機能につ
いては必要に応じて扱
う程度とします。 

＊身体的変化が精
神に及ぼす影響と
精神的変化が身
体に及ぼす影響と
の両面から理解で
きるようにする。
＊主として自律神経
系及び内分泌系
の多くの器官が
関わっていること
も触れるようにし
ます。 

＊ストレスの原因となっている事柄
に対処すること、周囲の状況判
断を養うことなど、いろいろな方
法があることを取り上げます。 

＊自己実現は具体
的に目標を掲げ、
自己評価する過
程を繰り返すこと
によって成り立つ
こと、達成感や生
きがいが生まれ
ることなどにも触
れます。 

エ 

欲
求
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
心
の
健
康 

（イ）心身の調和と心の健康
○欲求やストレスへの
適切な対処により心
の健康が保たれるこ
と。 
○これらの対処の仕方
に応じて精神的、身
体的に様々な影響が
生じることがあるこ
と。 
○精神と身体について
密接な関係があり、
互いに影響し合って
いること。 

＊心の健康を保つ
ためには、自己や
他人に対する理
解を深め、欲求や
ストレスに適切に
対処し、心身の調
和を保つことが大
切であることを知
らせます。

(イ)自己形成 

○中学生期になると、
自己を客観的に見つ
めたり、他人の立場
や考え方を理解でき
たりするようになる
ことと 
○物の考え方や興味・
関心を広げ、次第に
自己を認識し自分な
りの価値観を持てる
ようになる。 

＊自己はさまざまな
経験から学び、悩
んだり試行錯誤を
繰り返したりしなが
ら社会性の発達と
ともに確立していく
こと及びそれらの発
達には個人差があ
ることにも触れま
す。 

○不安や緊張時には

動悸が激しくなっ

たり、体調が悪い

ときには集中でき

なかったり落ち込

んだ気持ちにな

る。また、体調が

良いときには、気

持ちが明るくなっ

たり集中できるよ

うになるなど、心

と体は互いに深く

影響しあっている

こと。 
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○ 心の発達については、導入時にアイスブレイク等（P９）を取り入れ、自分のことについて話しやすい雰囲

気作りをしましょう。また、心についての「イメージマップ」（P９）を描くのも良いでしょう。 

○ 心と体の密接な関係については、ドキドキするようなゲームを楽しんだ後、心の変化、気付き等から、その

関係について実践的な理解ができると良いでしょう。 

○ 不安や悩みへの対処については今悩みと感じている事柄をより多く書き出し、その対処の仕方を、友達の考

えを参考にしながら考えさせると良いでしょう。 

○ それぞれに、ブレインストーミング（P８）やグループディスカッション（P８）を取り入れ、仲間と意見交

換しながら考えるようにしましょう。その際には保護者や教師がアドバイザーとして参加できると良いでしょ

う。 

○ 知的機能、情意機能、社会性の発達については、ワークシート等を利用し、整理させると良いでしょう。 

○ 自己形成についてはワークシート等を利用して自分自身を見つめられるようにし、悩んだり試行錯誤を繰り

返したりしながら、社会性の発達とともに確立されることを伝えます。 

○ 欲求やストレスの対処については、「体ほぐしの運動」と関連させるなどして、心身の関係を理解し、自分

にあった対処法を身に付けるようにしましょう。 

○ 心身の調和と心の健康については、グループディスカッションなどで自己や他人に対する理解を深め、欲求

やストレスに対処し、心身の調和を保つことが大切であることを知らせましょう。 

≪指導とポイント≫ 

★ 小学校の段階は基本的生活習慣を形成する時期です。身近な生活を題材とし、実践的な理

解を図れるようにします。課題としては心そのものを実感として捉えことが難しいので、学

習のはじめの段階でより心のイメージを持たせることが課題となります。 

★ 中学校の段階は望ましい生活行動を選択し、定着を図る時期です。主として個人の生活を

題材とし、科学的な理解を促す段階です。特に 1 年生は心の発達について個人差が大きいの

で、個々の理解度等を常に把握しながら指導することが大切です。 

★ 高等学校の段階は適切な自己の行動選択や自己管理をする時期です。個人生活だけでなく

社会生活に目を向け、総合的な理解と認識を図れるようにします。多感な時期でもあり個々

の心の状況を把握しながら柔軟に対応することが求められます。 

★ストレスの対処については、小学校では「自分にあった仕方で対処できること」、中学校で

は「自分にあった対処の方法を身に付けることが大切であること」、高等学校においては

「原因となる事柄に対処すること」、「周囲の状況判断をする力を養うこと」を含む中で、

自分なりの対処の方法を身に付けることが重要であることを押さえてください。 

○ 欲求と適応機制については、ワークシート等を利用し、自分の適応機制の行動パターンと、その理由につい

て気付き、改善点を考えることによって、望ましい対処の仕方を考えると良いでしょう。 

○ 心身の相関については、自律神経系及び内分泌系の多くの器官が関わっていることに触れながら理解を深め

るようにします。 

○ ストレスへの対処については、自分なりの対処方法を身に付けることができるように、仲間のストレスの対

処法を参考にするなどして、対処方法を考える場を作るようにしましょう。 

○ 自己実現については、「なりたい自分」になるための具体的で現実的な計画を立てたり、将来像を具体的に

するために図式化したりすることも有効です。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校５年生 

中学校１年生

高 等 学 校
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